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　昨年3月の「バイオインフォマティクス」に続き，この3月も特集は「バイオデータベース
の今」（山下博之エディタ，平川美夏，高木利久ゲストエディタ）である．ヒトを始めとする
生物のゲノム情報やバイオ関連の文献情報が膨大に蓄えられ，生化学は半ば文献学化した
趣きがある．ひとりバイオに限らず天文学でも検索エンジン業界でもデータは「集めるが勝」
の様相を帯びてきた．
　小特集「異文化コラボレーション」（石田亨他）は異文化との出会い「世界ウルルン滞在記」
を日常化せんとの努力である（ロスアンジェルスと一緒に講義を聞く意味はなにか？）．言語
はともかく文化は難しい．イスラム予言者風刺問題はさておき，MITでの講義， 教師のジョ
ークに学生は笑うが，私は時間後にジョークを質問する毎度であったのを思い出す．
　前号は東京開催の並木スクールの紹介であった．対して西に和田健之介主導のスクール
あり．その報告が「ITスクールによる高度 IT人材育成事例について（その2）」である．
　情報整理術は江渡浩一郎が「テキストファイルによる情報整理」を寄せた．悉皆テキスト
ファイルに打ち込み記録する習慣を披露する．故高橋延匡師匠は他日「日立に「馬場帳」と
いうのがあってね．馬場粂夫初代中研所長はなんでも記入していたんだ」とのたまわった．
それは手書きであろうが，この話ではサーチができるテキストファイルのところがよい．
　さて前段の整理術を除き，以下のコラム／連載は本号でめでたく完結する．
　アメリカ ITまわりは「Web世界の進化」で松尾和洋がアンカー．近頃耳にするWeb2.0の
話である．Web2.0とはなにか．ご用とお急ぎの向きは本記事にある7項の要約をご覧を．
Googleがまず立ち上がるPCだって？　おいおいそこまで来たか．
　題名を見るやNew Carthageの大学が舞台のEdward Albee : "Who's afraid of Virginia 

Woolf ?" を連想したが，加藤幹之の「21世紀のカルタゴ物語」（日本の IT事情）はインター
ネット管理の新組織が話題であった .アメリカ ITの最後にもチュニジア会議は登場する . 

　そのプログラムと同じ出力が得られるまともなプログラムを工夫するのは楽しく，編集子
も凝った時期があった．文法と機能に通暁していなければならぬ．Haskellプログラミング
は尾上能之が「自分自身を出力するプログラム」Quineを説明，ついでにモナドを紹介する． 

　情報技術と医療は木村通男の「日本の医療に欠けるもの：透明性」だ．X線やCTを駆使す
る医学界に透明性が欠けているとは！　趣旨は分かるが料亭の金額の辺りわが理解を超える．
ところで高齢者の患者負担額がどんどん増えるのは少子高齢化対策かと思ってしまう．
　「生命は負エントロピーを摂ることで秩序を保つ」と大昔に「生命とは何か」（秋山泰）で
見たのを思い出し，東大総合図書館でぼろぼろに近い訳書を手に取った．バイオデータベー
スなしに書かれた名著である．前世紀にはその半分も出版されなかったTAOCP（和田英一）
を20世紀の名著にいれてよいものか．連載の最後に免じて許されよ．
　編集長4年の任期を無事終え，ほっとしている．向後は

春雨やもの書かぬ身のあはれなる　　蕪村
となるか．最後の独白の擱筆に際し本学会誌のためいくばくの時を割かれた執筆者，エデ
ィタ各位，スタッフの皆さんの尽力に感謝申し上げる．独白を卒読された読者諸賢にも多謝．
あのやんちゃなPuckにこの舞台のとりをとって貰おう．
　Puck： 皆様，お手を願います．
 パックがお礼を申します．（夏の夜の夢Vi，小田島訳）

編集子，Puck 退場 幕（咊）
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